
Ⅰ．背景と目的

１．はじめに

スペインの北東部，カタルーニャ地域の地中海沿岸

は，ローマ支配の時代より発展してきた。

カタルーニャ地域の北部は，ピレネー山脈に抱かれ，フ

ランス国境と接し，独特なカタラン文化圏を形成していた。

ヨーロッパにおける１９世紀後半から２０世紀初頭は，産

業革命と経済産業の急速な発展をみた時代である。カタ

ルーニャの中心都市バルセロナも例外ではなかった。

ブルジョワジーにとっての富の象徴を建築意匠に贅を

示す絶好の機会であり，都市の急速な成長に潤沢な経済

力が貢献した。

この時代にカタルーニャ主義の再興が図られ，政治的

指針と相まって文芸復興（レナイセンシア）がおこった。

その芸術文化が創造するスタイルを「カタルーニャ・モ

デルニスモ」と呼ぶ。

諸外国に平行したものとして，フランスでは「アー

ル・ヌーボ」，イギリスでは「モダン・スタイル」，オー

ストリアでは「セゼッション」，ドイツでは「ユーゲン

ト・スティル」，イタリアでは「リバティ」などまさに

躍動的なムーブメントが展開された時代であった。

カタルーニャの建築に於いて，歴然たる独創的な建築

創作活動を行った巨人建築家：A．ガウディ C．

（１８５２�１９２６）のことは誰しも周知のことであろう。また，
その一翼をになった工匠建築家にリュイス・ドメネク・

イ・モンタネール（１８４９�１９２３）がいた。さらに時代はノ
ウセンティスモ（；エウジェニー・ドルスは新たな文化

活動におけるモデルニスモに「地中海的で古典的な秩

序」と定義した。）運動にも移行して行った。

カタルーニャ・モデルニスモの時代からノウセンティ

スモの時代へ移る狭間の混沌とした背景の中，本研究で

とりあげる建築家が J.Ma．ジュジョール・イ・ジーベ

本研究は１９世紀から２０世紀初頭にかけて建築分野の牽引役を果たした建築家 J.Ma．ジュ
ジョールに焦点を当てたものである。当時は，スペイン・カタルーニャ地域にて芸術運動が展

開された“カタルーニャ・モデルニスモ”の時代であり，彼は A．ガウディの円熟期の作品
を担い時代を駆け抜けた建築家といえる。本研究は，彼による特色のある主要な宗教建築空間と，

その造形力に貫かれている姿勢と，建築の生成過程の一端について論述した。

この調査は１９８９年から１９９１年，２０００年，２０１０年と現地調査を重ねてきた研究成果の一部をま

とめたものである。
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写�１） Antonio Gaudíy Cornet／写�２）J.Ma.Jujol y Gibert

出典：『Antoni Gaud�』Xavier Güell,１９８６，GG,p２

出典：『７７.JUJOL』J.Bassegoda N., Caixa,１９９０, p３６

ルト（１８７９�１９４９）である。J.Ma．ジュジョールは，A．
ガウディの円熟期の作品の表層部分を担い，以降のガウ

ディ作品に変化と影響を与え，J.Ma.ジュジョールは自

らの建築創作活動に自由闊達な表現力をもって活躍する

のである。

その中で，創作された主な宗教空間はバルセロナの都

市から離れた地方で展開されている。そこは，地域に密

着した生命の建築空間として彼の建築創作思想の構築に

寄与し，彼の作品の中で重要な意味を示している。

２．研究の目的

J.Ma.ジュジョール自身の建築への思いと夢が盛り込

まれる設計思想の流れを，日常信仰としての存在の宗教

（教会堂）空間を通して探ること。J.Ma.ジュジョールの

主な作品に着目し，年表にまとめ，どのような設計思想

が醸成されたのか明らかにする。

信仰心の厚いカタルーニャ人，カトリック信徒の多い

これらの地方地域住民の思いが，建築家 J.Ma.ジュ

ジョールにどのような創作感情を醸成させたかについて

明らかにすること。

そして，主な建築作品の設計生成過程と姿勢の一端を

読みとることで，J.Ma.ジュジョール自身の設計思想に

関わる建築造形に住民の信仰心が深く関与していること

を明らかにする。

Ⅱ．J.Ma.ジュジョール年譜

１．J.Ma.ジュジョール・作品年譜

表�１． J.Ma.ジュジョール年表（１８７９�１９４９）

A.Ma.ガリッサ建築事務所勤務

１９０１年（２２歳） バルセロナ建築学校本科入学

バルセロナ建築学校予備課程入学

１８９７年（１８歳） バルセロナ大学・科学部入学

１８７９年９月１６日バルセロナ近郊タラゴナで出生

１９０９年（３０歳） 「パルマ・デ・マジョルカのカテドラ

ル」修復参加／�１０

（Tarragona）

１９０８年（２９歳） 「メトロ・ポール劇場」増改築

写�５）Parque Güell＊；A.Gaudí＋J.Ma.Jujol

「パルケ・グエルの広場下列柱モザイ

ク・メダジョン＋湾曲ベンチ破砕モザ

イク」A.ガウディと共同参画／�１４年
（Barcelona）

１９０７年（２８歳） ゴッシック地区再建計画案A.ガウ

ディと共同参画 （Barcelona）

写�４）Casa Milà＊；A.Gaudí＋J.Ma.Jujol

「カサ・ミラ」内装 A.ガウディと共

同参画／�１１年 （Barcelona）

建築家タイトル取得

１９０６年（２７歳） バルセロナ建築学校卒業

写�３）Casa Batlló＊；A.Gaudí＋J.Ma.Jujol

１９０５年（２６歳）「カサ・バトリョ」ファサードA.ガウディとの

初共同参画／�０７年 （Barcelona）

１９０４年（２５歳） A.ガウディより「パルマ・デ・マジョルカのカ

テドラル」修復参加依頼受ける
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写�６）Casa Negre＊；Solo J.Ma.Jujol

（建築家：J.Ma.Jujol に関する建築調査研究�１）
１９４９年（７０歳） ５月１日バルセロナにて死去

（Santa Coloma de Servell�）

１９４３年（６４歳） 「コロニア・グエル地下聖堂」祭壇照

明インテリアデザイン／�４８年

１９４２年（６３歳） 「プラサ・デ・ピーの教会堂」バラ

窓・祭壇改修 （Barcelona）

（Sant Joan Desp�）
１９３２年（５３歳） 「ジュジョール邸」

１９２８年（４９歳） イタリア旅行

T.ジーベルト・イ・モセラと結婚

１９２７年（４８歳） 「バルセロナ万博・スペイン広場噴水

モニュメント」／�２８年 （Barcelona）

建築家；A.ガウディ C.逝去

１９２６年（４７歳） 「モンセラット教会堂」／�３０年，１９９９
年再建 （Montferri）

建築家；L.Domenech I M.逝去

１９２３年（４４歳） 「カサ・プラネイス」 （Barcelona）

（Vistabella）

１９１８年（３９歳） 「ビスタベージャの教会堂」／�２３年
（Barcelona）

「カサ・プラネイス」計画案

（Barcelona）

１９１６年（３７歳） 「マニヤック工場」（現在EIP 初等教

育学校改築）

（Sant Joan Desp�）
１９１５年（３６歳） 「カサ・ネグレ」／�４１

（Els Pallaresos）

「カサ・ブファイユ」／�３１年
１９１４年（３５歳） 「カサ・シメニス」 （Tarragona）

（Sant Joan Desp�）
１９１３年（３４歳） 「トーレ・デ・ラ・クレウ」／�１６年
１９１１年（３２歳） 「マニヤック店舗」 （Barcelona）

バルセロナ建築学校教員就任

１９１０年（３１歳） 「パリ・ガウディ展のためのサグラ
ダ・ファミリア教会贖罪聖堂」石膏モ
デル彩色。

Ⅲ．宗教建築作品

１．Casa Negre（１９１５）：改修＋修復, Sant Joan Despí,
Barcelona, Cataluña

サン・ジョアン・デスピは１９１０年当時町の人口は

１，０００人規模で街形成の初期にあたる。教区教会堂（；

Parroquia Sant Juan Bautista）が中心街に位置し，そ

こより１区画離れたところに，カタロニア伝統の民家

「マシア」を集会堂に改修した「カサ・ネグレ」が広場

の一部を形成している。J.Ma.ジュジョールは，その２

年前には叔母の依頼でこの町に別荘を新築設計して

いる。

作品「カサ・ネグレ」の特筆は，ファサードの軒蛇腹

（コーニス）やトリビューン（Tribune：前方に張り出す

２階空間）と鉄筋の脚が左右に大地に踏ん張っている造

形である。外壁面の土色のベースに白いスグラフィド

（Sgrafitto：外壁を２層に塗り分け上塗りを引掻き落し

た凹凸仕上げ）の造形表現にまず驚かされる。J.Ma.ジュ

ジョールが既存の建築をどのように建築家の土俵に引き

寄せ，いかに地域住民の愛着を持たせられるかの試みへ

の想いが何故か微笑ましく感じられる。「マシア」自体

はマッスのきいた小さな開口部を持ち，スペイン瓦の寄

棟屋根の下に最大限の内部活用を意識し，素材そのまま

の外壁に覆われた伝統的民家だから，おそらく，建築に

表情を与えたかったに違いない。伝統的な信仰モチーフ

を用いないで新たな宗教施設のファサード（：正面入り

口の立面）表層を試みようとした取り組みは，当時に

あって現代美術を融合する J.Ma.ジュジョール表現とい

える。

ところが，２階内部へ足を踏み入れるとその表現手法

に驚かされる。バロック的古典表現の金彩色に加え極彩

色を過激なまでに施した室内礼拝堂は，ファサードとは

対照的な空間造形がなされている。一見，突拍子もなく

受け取られるかも知れないが，おそらく地域住民が集会

場に来て，玄関をくぐる手前の様々な心情と信仰へのア

プローチを促そうとする一つの空間の表現手法と考えら

れる。「カサ・ネグレ」は地域住民にとってのコミュニ

ティ空間として現在も地域づくりに貢献し，サルダーナ

（：カタルーニャ民族舞踊）など前の広場で見ることがで

き，高齢者たちの憩いの場になっているようだ。
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写�７） Iglesia de Vistabella＊；Solo J.Ma.Jujol

写�８） Iglesia de Montferri＊１９９０～再建；Solo J.Ma.Jujol

２．Iglrsia de Vistabella（１９１８�２３）：新築, Vistabella,
Tarragona, Cataluña

別称は Iglesia de Sagrat Cor と もよばれる。

Vistabella は交差路に密集する集落を形成している。人

口は１５２人（２００８年）。

農業耕作の規模の小さな集落で建設当時の村民にとっ

て，自分たちの教会堂建設への願いが叶ったようだ。小

さな集落に教会がなく，地域としての教区教会堂へ通わ

なくてはならなかったことを思うと建設は念願であり，

生活信仰への慶びに繋がったのかも知れない。

集落にとっての念願の教会堂建設は，耕作畑にまぎれ

る大きな石がその建設の骨材料に用いれられた。小さな

集落にとって，この土地に根差す小規模ながらの教会堂

は，住民の協働によってもたらされるものだという意思

に，J.Ma.ジュジョールは答えたかったに違いない。

大地から生まれた石は，笠木・鋸�（きょだ）に差し込
まれて印象深くしている。「カサ・ブファイユ」（１９１４�
３１）の洗濯場のパーゴラに鋸�（きょだ）石の表現手法が
既にみられる。

躯体壁にも，埋め込まれた石が顔を覗かせている。

この教会堂の興味深いところは，ほぼ正方形に近いプ

ランの対角上に身廊の柱を配置し，リブ・アーチ・

ヴォールトを懸けている点だ。身廊空間は，クーポラ・

ドームが１／４の接合線を形成するカタルーニャ独特の薄

煉瓦にて構築されている。

内部はハンドメードのインテリア製品が数多く備えら

れている。また，内壁には様々な壁画が表現されてい

る。ブルーとホワイトを基調に，葡萄と蔓・鷺・稲穂・

白雲・など造形力豊かに描かれている。ジュジョールは

「スペイン内戦」（１９３６）がこの田舎の村にも及ぶことを

恐れ，アナグラム・サイン（Anagram Sign：文字単語

などの絵文字化）などをカタラン語表記ではなく英語表

記などに書き換えした。現在もその一部が残っている。

厚い壁と少ない小さな開口部はゴシック・スタイルに近

い印象を持ち，自然採光の緩やかな光が差し込んで

いる。

現在，信仰行事のほか集落行事の拠点的活用がなされ

ているようだ。

３．Iglesia de Montferri（１９２６�）：未 完＋再 建，
Montferri, Tarragona, Cataluña

別称；Santuario de Montserrat とも呼ばれる。モン

フェリー集落は一本道沿いに線状集落を形成し，建設当

時の人口は４３０人余であったが，周辺集落の中心的集落

であった。近年は過疎化が進んでいるようだ。集落には

教区教会の役割として「Sent Bertomeu 教区教会堂」

が鐘楼を備え現在も健在である。モンフェリー集落に

とって，悲願であった自分たちのための教会堂の構想が

１９２６年に J.Ma.ジュジョールによって開始された。この

年A.ガウディが死去。

１９８９年迄，教会堂は建設中途の遺構の形で放置され

ひっそり佇んでいた。

カタルニアの伝承の聖母マリア像は黒く，膝の上にキ

リストが抱かれた姿をとっている。教会堂は街に近接せ

ず，果樹耕作地の小高い松の木林に囲まれた丘陵に位置

している。この建設に当たっては「ヴィスタベリャ教会

堂」同様に，集落民の協働によって支えられていた（二

人の煉瓦職人労働力のみではあるが）。組積は手作りの

コンクリート・ブロック（１０×１５×３０cm）で積み上げら

れている。軽量化を図るため４km離れたサロモ駅の石

炭コークス殻を混入し用いられ，壁はもとより柱・リブ

アーチ・天井ドームなど，コンクリート・ブロックを組

み合わせたバリエーションに富んだ４２本の列柱に支えら

れた。平面は５身廊の小さな礼拝堂でパラボリック・

アーチとリブによって天井が構成されている。後陣・身

廊・ポーティコに構成され，それぞれ３つの塔に鐘楼が

掲げられる。内部には，ふんだんにトレーサリー採光が

注ぎ，光の教会堂のイスラム（ムデハール）様式の手法を

引用してカタルーニャ建築の伝統との融合を考えた構想
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図�２） Iglesia de Montferri，１９２６，J.Ma.Jujol

（Survey+Drawing，１m×２m：Y.Kinosita／１９９１，Barcelona）

［終稿］

が伺える。

「ヴィスタベーリャ教会堂」とは逆に人工ではない自

然の光量を手に入れたかったのではないだろうか。

外観はカタルーニャの聖山のモンセラをモチーフに，

幾つもの奇岩が載って，更なるトップライトの効果が検

討されている。

教会堂の後陣は丘陵から突出し，全体のシルエットは

あたかもタラゴナの海へ船出するかのようにみえる。エ

スキスには，塔の風見に帆船のメタルワークが施され

る。

南面はメッシュに吹き付けられた薄板のうねった塀で

囲まれる計画であった。ほぼ５年間の建設であったが，

ジュジョールの思いと夢は完成には至らなかった。

最後の教会堂建築となることへの思い入れは様々な部

分表現にみてとれる。

この教会堂に真に込めたかったものは，母なる生命力

そのものの表現ではなかったか。モンセラ聖山の姿と人

体内細胞壁のリアリティがオーバラップする。タラゴナ

に近接するヴァレンシア地域では，ファジャスの祭典に

は型を用いて人形を市民で作り，最終日に炎に包まれ神

事のフィナーレとする。

その宗教行事に培われ脈々と伝統的に引き継がれてき

た単純な人形製作型手法を根拠に，J.Ma.ジュジョール

的理解を加えると，教会堂の外形は母なる胎内の内壁細

胞の反転表現である。型と版の反転関係が建築造形に反

映されたものと考えることができる。この建築の外観に

胎内壁の写しが表現され，教会堂内は体内空間の象徴と

考えられる。

Ⅳ．別 表 一 覧

J.Ma.ジュジョールの３つの宗教建築作品「カサ・ネ

グレ」・「ヴィスタベーリャの教会堂」・「モントフェ

リーの教会堂」の表現特徴および，J.Ma.ジュジョール

がA.ガウディの宗教建築作品に参画した３つの「パル

マ・デ・マジョルカのカテドラルの修復」・「サグラダ

ファミリア贖罪教会聖堂」・「コロニア・グエル地下聖

堂」の表現特徴を一覧に集約した。

表�２．「スペイン・カタロニアにおける建築家：J.Ma.J.
yG.の主な宗教空間表現の特徴的観点一覧表」（本論文最

後に添付）

Ⅴ．ま と め

ジュジョール作品の多くは，バルセロナの市街地より

作品の数多くが地方での建築を余儀なくされた感は否め

ない。しかしながら，厳しくなった社会経済を背景とす

るなか，決して建築創作の意義を見失わなかったと考え

られる。

そのジュジョールの精神的な励みに寄与した設計活動

の幾つかが，本論で取上げた地方での宗教建築の３つで

はなかっただろうか。そして，建築の精神性思想として

の生命のリアリティを受け止める在り方と合致したので

はないか。今まで２極性表現から生まれるものの意識

に，建築の前面には表現されない内的思想の考え方が醸

成されたジュジョールにとって，建築に内包された考え

方の展開構築が重要な出来事ではなかったのではないか

と考えている。

主な作品として挙げた３作品は小品だけに特徴が輝い

ている。地域住民の信仰の接点と表現力は空間と合致

し，素朴でリアリティがあり，集落地域と人との一体化

が汲み取れる。地域に根差した宗教空間は現在もなお地

域コミュニティの場として，或いは信仰による安寧を求

める場として活用されている。それは何なのか，ジュ

ジョールの建築姿勢や生成過程に流れている重要な生命

感なのではないだろうか。何をもってそう考えるのかだ

が，ジュジョールには手の痕跡の表現が不思議と登場し

てくるのである。そして完結途中（可能性の途中）に感じ

られることが実に多い。意識的かそうでないかは想像す

るしかない。作品が，現代の芸術感覚を持ち合わせてい

る点で，彼が生きた時代であるモデルニスモの時代に

あって，特異で傑出する洞察を持ちえているのではない

だろうか。時代より早すぎるとさえ感じられる。

この点は，A.ガウディの造形力とは決定的に違う。

その造形力に貫かれている姿勢と建築の生成過程の一

端について論述することができた。

そのように考えると，本論で取上げた３つの宗教建築

のどれかに関連対応する建築が，ジュジョールの建築思

想を決定づけているような建築作品が他に幾つかある可

能性が浮かび上がってくる。
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付記

この稿を書くにあたり「UIA２０１１TOKIO大会」の関

連企画でカタルーニャ・バレスアス建築家協会の共催を

得た。

スペイン・バルセロナ展覧会へ，カタルーニャ建築・

ガウディ研究の日本の権威である早稲田大学教授・入江

正之先生とガウディ建築の実測研究の日本の第一人者・

田中裕也氏らと共に小生の“J.Ma.Jujol 建築調査研究”

紹介展示も招聘を受けた。

２０１０年冬期にバルセロナへ同行し，調査する機会を有

効に共有させて戴いた成果の一部である。

謝辞

この稿を書くにあたって，友人で現地在住建築家の田

中裕也氏（Gaud�研究者）に大変ご協力を戴いた。バルセ
ロナ工科大学（U.P.C.）の Juan Mercade Brulles 教授

（Jujol 研究）にはジュジョール研究で長年叶わなかった

建築作品：Tallers Manyach（１９１６），Barcelona が改修

一部再生保存されている現在の「J.Ma.J.幼児初等教育学

校」校舎見学の交渉をして戴き，実現したこと心より感

謝申し上げる。とともに，今後ともご指導ご鞭撻をお願

い申し上げたい。

また，この企画にお声を掛けて戴いた日本建築家協会

建築家・北海道工業大学教授・下村憲一先生に感謝申し

上げたい。日本からMontferri 集落まで御同行戴いた建

築家の山之内裕一・菅沼秀樹両氏にもお世話になったこ

と御礼申し上げる。更に多くの諸先輩友人にも助言を戴

いたことを感謝致したい。

Sapporo,Febrero／１８／２０１１

【註】本稿では建築家名以外等の一般名称表記はカステ

リア（スペイン語）によっている。

【註】「＊」印は著者撮影。その他には出典を記した。
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Yasuo Kinosita�Hokusho University�

Abstract

The purpose of research focuses on architect J.Ma.Jujol which achieved the role of traction of the
architecture field from the 19 th century to the beginning of the 20 th century. It is the time of the
�Catalonia�modernismo� when art movement was developed in the Catalonia�Spain�area those days, and
he can call it the architect who bore the work of A. Gaudí�s maturity term and ran through the time. This
research stated the end of the generation process of main religious architecture space with the special
feature by him, the posture through which the modeling power pierces, and architecture. This investigation
summarizes a part of result of research which came 1991, 2000, 2010, and a field survey in piles from 1989.

Key words�Jujol, Cataluña Modernismo, A.Gaudí, Noventinismo, Cataluña arquitecto

A Research of an Architecture: Josep Ma．Jujol y G./Architect/1879―1949.（Ⅰ）
―A Consideration about the religious architecture space of J.Ma.Jujol in Catalonia, Spain―

建築家；Josep Ma．Jujol y G．／１８７９�１９４９，に関する建築調査研究（Ⅰ）
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